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A-16 80才以上の高齢者に対する人工呼吸笛理の有用性

昭和大学藤が丘病院救急医学科

呼吸器内科*

刑部義美門川誠秋沢孝則本 兼坂茂成)原健太郎 高橋愛樹

最近の医学の進歩は目を見張るものがある。これに

伴い、世界の先進国と同様、我国でも全人口における

高齢者の割合が増加し、 1985年には10踏を突破し、更

に21世紀には20%以上にもなる事が予想され、 4人に

1人が老人となる日も、そう遠い事ではない時代がす

ぐそこまできている。この様な状況の中、救急医療の

現場に於いても高齢者の搬送が増加してくる事が予想

され、現に当ゼンターでも80才以上の高齢者の搬送件

数が年々増加傾向にある。しかし、搬送されてきた高

働者に集中治療がなされる場合、多くの(社会的、経

済的)問題が山積している事も事実である。そこで、

センターに鍛送された80才以tの高働者で‘集中治療を

必要とした症例の社会的な問題や吏に経済的な問題を

も fTめた検討安行い、米るべき r~S齢1í社会に対比、して

いく為の方針を一考した。対象は1985年 4月~例年 3

) Jまでにセンターに入室した80J-以!-.の忠行i"l56仰iJtjl、

集中治療を行った36例を対象とした。性別は男性22例、

女性14例、年働令は男女聞に省;蛍発はなかった。 36症例

の生存例と死亡例の検討より生存例は22例 (61%)と、

かなり高い生存率であった。性別では男性12例、女性

10例であった。死亡例は14例(39%)、死亡例の多く は

男性であった。 36症例のセンタ一入室の原因となった

疾患を検討したところ、最も多かった疾患が中枢神経

系疾患で19O1J(生存11例、死亡 8例)、次いで呼吸器

系疾患が 7O1J(生存 3例、死亡 4例)、以下循環器系、

消化器系疾患が各 3例、腎系、その他が 2例と続いた。

センタ一入室前の既往症の検討では(既往歴のカウン

トはl人が2っ以上持っている事もあり、重複もある)

、循環器系疾患が15例 (生存10例、死亡 5例)と援も

多く、次いで既往歴なしliE例が 9例(牛ー存 5例、死亡

4例)と2番目に多かった。以下高齢者特有の中継神

経系が 8例 (生存、死亡ともに4例)、呼吸器系が 5

例(生存 3例、化亡 2例)、代議付く3例であった。

患者の背景因子のーっとして最もポピュラーな飲酒と

喫煙について検討した。生存例では飲酒、喫煙、以び

その両方を晴好しない症例が死亡例に比し明らかに少

ない事が判かった。次に、センタ一入室前の機能評価

と生存例のセンタ一退出時の機能評価を検討した(こ

こで言う機能とは患者が、独立して生活が出来る為の

機能でG∞D，FAIR，POORの3段階に分類した)。 入室時
の機能評価からは生存例、死亡例は共に有意差はなか

ったが、退出時には機能は明らかに低下している症例

が多か F たο デ後とが済的陶磁の検おから、セ Lター

に入室し、一般病棟に転出できた症例が22例 (61地)あ

ったが、最終的lこG∞D状態で完全社会復帰できた症例
は、わずか 3例(8地)だけであった。他の19例は、植物

状態が 2例、死亡例が17例であった。センタ一入室か

ら本院を返院するまでに総微で 6.ii50J; r.qかかり、一
例あたり約 185);"I'Jかかった・J(になった。!とに完全tl

会復帰した 3例に|綴ってみると、 l例助ける為に、約

2.200)j円を笥やした・J(になった。段後に*，ド治燦11f

例の治療Jらー針をある科l支'，，1期に決定するために、酸素

化能の指標であるRespira tory 1 ndex ( R. 1)と肺の障

害及び呼吸不全の重篤度の指標としての全コンプうイ7ンス

(C ，)を初日と 3日目で比較した。結果は生存例では

R. I及び C1は共iこ日数による有意差はなかったが、

死亡例では初日に比し3日目の方が有意に感化してい

る事が判った。考案:高齢者の集中治療を行う場合、

現在論理的、社会的問題を含め多くの因子が関与して

いるが、最も重大な関心は経済的な問題であるように

思われる。疾病治癒後の寝たきり、植物状態になった

老人の介護を誰がするのか(家族、医療施設?)、い

ずれにしても莫大な金額が予想される。このため、我

々は高齢者の治療を行う l二において、患者の背景因子

と共に駿素化能の指標である l?[や C，をiRlJ定する事

により高齢者の予後を判定するβ法の一つになり得る

のではなし、かと考えた。


